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《レポート発刊にあたって》 

  2024 年はオフィス回帰継続の流れやオフィス事業所数が対前年で増加するといった動

きもあったものの、A3MFP 市場はカラー機が横這い程度に留まった。一括案件数や台数

規模の減少傾向にあるものの、業種業務系、官庁・自治体、大企業向け等の一括案件な

どは一定程度根強く残っており、PV 量が多く、チャージ単価も高いことから各社可能な

限り MIF は維持、あるいは他社攻略を進めていく方針である。 
A3MFP の保守料金回収のアフタービジネスにおいては、PV 減少への対応策として、

チャージ単価の値上げに踏み切ってはいる。 
また、MFP 市場においてはメーカー再生機の流通量が増加傾向にあり、今後参入メー

カーも増えていくものと予想される。さらに、クラウドをベースとした DX 関連サービス

もさらに活発化していき、売上に貢献されていくものと考えられる。 
また、主要各社が新たなディーラー戦略を打ち出しており、全体的にはディーラー間

の待遇格差をこれまで以上に広げている状況が生まれている。 
レーザープリンタ市場においては、A3 サイズは業種業務或いは帳票用途での需要が根

強く残っているものの、一般オフィスにおける需要が減少傾向となっている。A4 サイズ

は、医療、流通小売り、調剤、物流、外食、運輸などにおいて根強い需要で販売が支え

られている。 
さらにレーザープリンタ市場では各社トナーカートリッジの値上げを行っており、

A3MFP のビジネスモデルとは異なり、ユーザーの大半はチャージ料金制ではないことも

あり、ユーザーとの個別交渉の必要性もなく、一律値上げが可能であることから、アフ

タービジネスとしては PV 減少に伴う数量の減少傾向はみられるものの、A3MFP ほどの

落ち込みはみせていないものとみられる。 
そのような市況の中、出力ボリュームが見込める業種・業務に対する各社のバーティ

カル戦略やそれに伴う販売チャネルの変化、代販網の変化、ネット通販チャネルの台頭

なども継続して注視する必要がある。 
A3 ビジネスインクジェット MFP は教育、医療、自治体では着実に MIF を拡大してお

り、注目ポイントである。 
25 年目となる本調査レポートでは、引き続き国内のプリンタ/MFP 市場の最新の販売

チャネル構造とユーザー層分析、全国都道府県別メーカー勢力図、さらにその内訳とし

て具体的なディーラーの販売状況はどのようになっているのかなどを明らかにすること

により、国内プリンタ/MFP 市場の現状と今後の方向性を調査・分析するものである。 



 

Ａ．調査対象先 

  １．レーザー/LED プリンタメーカー/ベンダー   約 14 社 
  ２．複合機（A3/A4 複写機ベース製品）メーカー/ベンダー 約  8 社 
  ３．インクジェットプリンタメーカー/ベンダー   約  6 社 
  ４．インパクトドットプリンタメーカー/ベンダー  約 10 社 
  ５．訪販系システム系ディーラー               約 50 社 
  ６．事務機系ディーラー                   約 10 社 
  ７．主要量販店                       約 10 社 
  ８．メーカー直系販売会社                  約 10 社 
   
                     合計        約  118 社 

Ｂ．調査方法 

１．調査対象先に対する直接訪問＆リモート面接インタビュー 
２．弊社定期刊行情報サービス「プリンタウォッチャー」等弊社蓄積データ 
３．公開されている統計等のオープンデータ 

 

Ｃ．調査対象範囲 
  調査対象範囲は 2022 年～2027 年とする 
 

Ｄ．調査概略 

  １．調査形態、及び提供サービス、報告書 
1）本調査はマルチクライアントによる調査である 
2）ご希望により報告書刊行後、報告会を実施 
3) 報告書を購入していただいたクライアントに対する、問い合わせによるアフ

ターサービス 
２．調査期間 

    2025 年 5 月～2025 年 8 月 
  ３．調査報告書刊行予定 

2025 年 9 月初旬刊行予定 
  ４．調査報告書価格  

650,000 円（消費税別） 



Ｅ．調査項目 
Ⅰ．全体集計分析編 

１．調査結果の分析 
１）日本国内複合機、プリンタ市場の推移（台数・金額､2022 年～2024 年、2025

年見込～2027 年予測） 
２）2024 年～2025 年の複合機、プリンタ国内市場概要と今後の展望 
３）販売チャネルの傾向 
４）販売チャネルの定義 
５）MFP 国内市場について 

２．国内複合機市場のブランド別販売推移（台数・金額､2022 年～2024 年、2025 年～

2027 年予測） 
１）カラー  
２）モノクロ 

  ３．国内プロダクション市場のブランド別販売推移（台数・金額､2022 年～2024 年、

2025 年見込～2027 年予測） 
   １）カラー 
   ２）モノクロ 
   ３）インクジェット POD 

４．国内プリンタ市場のブランド別販売推移（台数・金額､2022 年～2024 年、2025
年見込～2027 年予測） 

１）モノクロレーザー/LED 
   ２）カラーレーザー/LED 
  ３）インクジェット 

   ４）ドットインパクト 
５．販売チャネル別ベンダー別市場（台数・金額、直販・系列販社・システムチャネ 

ル・事務機チャネル・量販チャネル・ネット直販・その他・OEM 等）と各チャネ 
ル別ベンダー別上位ディーラーとその販売実績と傾向分析 

１）カラーレーザー/LED  
２）モノクロレーザー/LED    
３）カラー複合機  
４）モノクロ複合機    
５）インクジェット  
６）ドットインパクト 

  ６．主要モデル別月別販売台数推移 
１）カラーレーザー    
２）モノクロレーザー 
３）サイズ別シェア    



 

４）カラー複合機   
５）大判プリンタ市場 

  ７．複合機メーカー/プリンタメーカー別販売力の総合比較分析 
    ※チャネル別販売人員数比較 
  ８．複合機メーカー別販売チャネルの総合比較分析 

※チャネル別主力販売会社数比較 
  ９．複合機メーカー/プリンタメーカー別サポート体制の総合比較分析 
    ※メーカー/ベンダー別サポート人員数・保守可能ディーラー数比較 
  １０．ディーラーの最新動向、販売方法、販売形態の特色と今後の展開 

プリンタ、MFP との組み合わせ（クラウドソリューション、セキュリティ、MPS
など）に関するユーザー提案の傾向、最近の動向・方向性など 
コロナウイルスの影響による急速な PV の減少に伴う保守料金の低下などに対す

る対応策、在宅・テレワーク関連商材の販売展開について 
  １１．全国都道府県別 MFP/プリンタ市場とその特色 
   １）都道府県別・メーカー/ベンダー別販売数量 
   ２）各地域のプリンタ/MFP 販売の傾向分析と地域別主要各社個票 
    （１）北海道・東北  （２）関東・東京  （３）中部  （４）関西 
    （５）中国・四国   （６）九州・沖縄 

３）上記各地域別主要業種別メーカー・ベンダー勢力関係分析 
（１）公共(官公庁、自治体他) （２）金融(銀行、生損保他) （３）一般民間(製

造、流通、サービス他)教育 （４）デザイン・印刷（５）その他 
   ４）上記各地域別地場主力ディーラー（システム系・事務機系・他）の動向 

 １２．プリンタ本体と消耗品別市場及びサードパーティー品の影響 
１）モノクロレーザー     
２）カラーレーザー     
３）インクジェット 

 １３．各社主要 OEM 関係図 
 １４．国内向け各社の今後の新製品立ち上げ予定 

 
 Ⅱ．個別動向編 
  A．メーカー・ベンダー編 

各社に共通項目 
１）国内複合機市場の印字方式別市場推移（台数・金額､2022 年～2024 年、2025 年

～2027 年予測） 
   ２）印字方式別販売チャネル別市場推移 
   ３）販売力 

（１） チャネル別販売人員数 （２）販売組織形態 
（３）ディーラー・販売会社へのサポート・プロモーション体制 



 

（４）販売・宣伝広告（５）主力ユーザーの業種別傾向（６）MPS の現状と今後の戦略 
   ４）販売チャネル 

（１） 販売チャネル別主力ディーラーとその販売実績順位 
（２） 販売チャネル別比重と今後の方向性 
（３） 販売チャネル別主力会社数 

   ５）サポート体制  
   ６）販売方法、販売形態の特色と今後の展開 
     
 Ｂ．ディーラー/SIer 事例編 
  システム系ディーラー/事務機系ディーラーとも各社に共通項目 

１）メーカー別方式別サイズ別販売台数 
２）MFP の販売傾向 

（１） プリンタベース MFP  （２）コピアベース MFP 
  ３）販売先の特色、強み、得意分野（直販先/卸売先） 
  ４）直販/卸売別数量比率 
  ５）販売体制、人員、組織 
  ６）サポート体制 
  ７）プリンタ消耗品の販売状況 
  ８）今後の方向性 
   

C．量販店・一般店頭系、ネット系販売の動向 
 
 
 
 



 

【お申し込み方法】 
E-Mail、お電話、FAX または郵便により弊社担当に申し付けください。 
また、直接訪問による説明にも参ります。 
尚、原則として現金によるお支払いとし、申し込み時に半金、調査報告書納品時

に残金のご請求をさせて頂きます。 
また、必要がありましたら、途中経過報告書を納品致します。 

 
 

お申込書 

資料名 

  2025 年版プリンタ/MFP 国内市場徹底分析レポート 

『国内流通チャネル・オフィス IT サービス・地域別 MFP/ 

プリンタ/IT 市場の最新動向調査･分析』 

貴社名  

所属  

お名前  

ご住所 
〒 
 

TEL/FAX  

E-Mail ＠ 

     
    上記欄にご記入の上、FAX、郵送、または E‐mail にてお送り下さい。 
    お電話でのお問い合わせでも結構です。 
 
 

株式会社インターウォッチ 
TEL：０３－３５２６－６４６１  
FAX：０３－３５２６－６４６２ 

    E‐mail：interwatch@iwco.co.jp 
 

mailto:interwatch@iwco.co.jp

